
地域幸福度(Well-Being) 指標について

国が進めているデジタル田園都市国家構想では、

「地域における豊かな暮らし」(Well-being)と「持続可能な

環境・社会・経済」(Sustainability)を実現し、地域で暮らす

人々の心豊かな暮らし（Well-being）の向上と、持続可能性

の確保を目指しています。

出所：一般社団法人スマートシティ・インスティテュート
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これまでのまちづくりでは、街全体の目指す価値観の

明示が不十分であり、目的や取り組みも十分に整合はさ

れていませんでした。

そのため、地域のWell-beingの向上にあたり、共通の

指標（ LWC指標）を利用することで、価値観や目的を

すり合わせ、それぞれの取り組みの円滑な連携を図る

ことができるとされています。
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主観指標と客観指標について

LWC指標とは、Liveable Well-Being City指標の略で、

客観指標と主観指標のデータをバランスよく活用し、

市民の「暮らしやすさ」と「幸福感（Well-being）」を

指標で数値化・可視化したものです。

出所：一般社団法人スマートシティ・インスティテュート
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主観指標と客観指標について

出所：デジタル庁ホームページ（地域幸福度指標Well-Being指標）
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主観指標と客観指標について

カテゴリ・評価指標 主観データ 客観データ

医療・福祉 45.7 50.6
買物・飲食 45.1 49.1
住宅環境 46.4 57.5
移動・交通 51.1 50.3
遊び・娯楽 43.5 45.4
子育て 50.2 55.0
初等・中等教育 47.0 48.1
地域行政 45.6 50.4
デジタル生活 42.6 40.5
公共空間 44.0 43.0
都市景観 42.6 35.6
事故・犯罪 48.4 58.5
自然景観 41.6 54.9
自然の恵み 48.1 47.8
環境共生 35.3 44.3
自然災害 46.7 48.4
地域とのつながり 47.5 50.9
多様性と寛容性 49.0 49.8
自己効力感 47.5 48.8
健康状態 59.6 56.5
文化・芸術 47.8 52.3
教育機会の豊かさ 48.3 52.7
雇用・所得 43.7 49.3
事業創造 46.3 53.0

レーダーチャート（香芝市）

全国調査から香芝市民を抜粋した結果のため、
回答者数１００名。
今回の市民アンケートで、主観データの調査
（51問）を実施したため、データ反映依頼。
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地域幸福度指標の活用

出所：一般社団法人スマートシティ・インスティテュート
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出所：一般社団法人スマートシティ・インスティテュート
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出所：一般社団法人スマートシティ・インスティテュート
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